
「移植」「じょうろでの水やり」「たねまき」

「土を混ぜる」などの上半身を主に用いる園

芸作業は、低強度の身体活動でした。

「高齢者の園芸活動の代謝コスト」と題され

た、園芸学会ジャーナルでの Park 博士の発

表によれば、「切る」「挿し木をする」といっ

た主に上半身を使用する園芸活動プログラム

は低強度の身体活動でした。そして、ベジタ

ブル・ガーデンを作るというような上半身と

下半身の両方を使う作業の組合せは韓国人高

齢者にとっては中強度の身体活動でした。

そこで、私たちは高齢者の運動強度の研究

に基づいて、園芸以外の身体活動からも同様

の健康効果が得られるものと期待しています。

「筋電図解析を用いた園芸活動中の上肢およ

び手筋肉の筋活動の測定」という研究によれ

ば、測定された他の筋肉に比べて、上部僧帽

筋、手の小指球、母子球はより高い筋活動を

示しました。園芸活動の筋電図データは身体

的健康の改善あるいは身体リハビリテーショ

ンのための科学的根拠に基づく園芸介入ある

いは園芸療法プログラムを展開するために不

可欠です。

私の大学院生の一人が「フラワー・アレンジ

メントの動作分析に基づく上肢の可動域およ

び筋電図測定」について研究を行いました。

この研究の中で、「切る」「固定する」「巻く」

「曲げる」などのフラワー・アレンジメント

に用いられるさまざまな動きについて上肢筋

肉の動きのレベルと筋電図が測定されました。

動作分析に基づいて、フラワー・アレンジメ

ント活動と動きを園芸療法のリハビリテーシ

ョン・プログラムに用いることができます。

例えば、身体の特定の場所が損傷した場合、

どのような種類の活動が有効であるかを識別

し、この知見に基づいてプログラムを設計す

ることができます。そのような基礎研究の結

果が園芸療法に適用されて、園芸療法は測定

可能な目標を持つ定量的評価が可能な特別な

治療法として認められるのです。

ここからは人間と植物の精神生理学的側面に

ついて踏み込んでいきたいと思います。



さまざまな色を見せることによる視覚刺激

に基づく気分の変化に関する結果を見れば、

このことはより明確に理解することができる

でしょう。私はこのテストを医大の教授と共

に行いました。壁の新聞、赤色、青色、黄色、

緑色、植物の写真、植物に対する感情反応が

検査されました。ご覧のように、否定的反応

は赤色と新聞に関して高くなりました。

青色と黄色に関する反応は好意的なもので

したが、悲しいとか退屈な感じの指摘があり

ました。しかしながら、「幸福」や「快適」と

いった肯定的感情のみが緑色、特に本物の植

物や植物の写真には見られました。

一方、私たちは 7 つの視覚的認識に関して、

DITI (digital infrared thermographic

imaging: デジタル赤外線熱画像)を用いて、

顔の温度変化を調査しました。

その結果によれば、他の視覚刺激に比べて、

本物の植物を見た時、顔の温度は 0.2℃低下

しました。緑色はストレスを与えるのではな

く、私たちの筋肉をリラックスさせるため、

顔の温度が低下するのです。

他方、15 年前、視覚のメンタルヘルスに及ぼ

す 影 響 を 研 究 す る た め に 、 私 は

EEG(Electroencephalogram: 脳波図）を用

いて植物を見たときの脳波の変化を測定しま

した。コンピュータ科学の発展と共に、物体

を知覚する時の脳波を脳の各領域ごとに容易

に描くことができるようになりました。ご覧

のようにごく弱い脳波が脳の各領域から放出

されます。これらの脳波は機械的に数千倍に

増幅され、私たちはどの脳波がどの領域から

くるものであるかを知ることができます。4

種類の脳波があり、その周波数範囲により、

デルタ波、シータ波、アルファ波、ベータ波

があります。デルタ波は脳機能の低下と関連

があり、特に統合失調症の患者の前頭葉に見

られる可能性があります。シータ波は通常子

どもに見られ、睡眠の初期段階にも見られま

す。アルファ波は目を閉じて瞑想している時

や精神的な問題を深く追求している時に見ら

れ、私たちの記憶や理解力・啓発の増大に影

響を及ぼします。したがって、アルファ波は

仏僧が瞑想して座っているときや敬虔な人々

が祈りをささげる際に生まれます。ご覧のよ

うに、ベータ波は急速なものです。これは高

速波と呼ばれています。私たちが覚醒し、活

動的である時、そして皆さんが私の講義に集

中しておられるように、意識的に何かに集中

している時に、ベータ波を発しています。脳

はミックスして 4 つの脳波すべてを生み出し

ます。



私たちは緑の植物を見た時、あるいは植物

のないオフィス環境にいる時に脳波がどのよ

うに変化するのかを調査しました。

ご覧のようにデルタ波とアルファ波に変化

が見られます。この図では、赤色の発生が多

く、青色の発生が少ないことがわかります。

デルタ波は植物を見る時に比べてオフィス環

境で急激に増加します。一方、アルファ波は

植物を見た時、後頭葉で増加します。

興味深いことに、私たちは最初にベンジャ

ミンゴムの木とパキラを使って、このテスト

を発表しました。その結果がテレビや新聞で

発表されると、多くの人々が最も効果的な植

物は何かと尋ねました。私たちは個人的には

すべての緑の植物がよいと考えています。

しかしながら、興味を持つ人が多かったの

で、私たちはさまざまな草姿、葉の形状・大

きさの異なる 6 種類の植物について研究しま

した。その結果によれば、植物の種類による

統計的な有意差は認められませんでした。し

たがって、どんな緑の植物を見た場合でも、

私たちの脳の生理機能は活発になり、感情は

安定するのです。

さらに驚くべきことに、赤色で表示されて

いるところではデルタ波の急激な減少があり

ました。ご存知のように、統合失調症の患者

には前頭葉と側頭葉にデルタ波の増加が見ら

れます。しかしながら、これらの患者が緑の

植物を見ている時、デルタ波は前頭葉・側頭

葉で減少しました。言い換えれば、緑の植物

にはこれらの患者に治療的効果があるという

ことになります。事実、19 世紀に、精神科の

患者を治療するためにさまざまな方法と活動

を試した精神科の医師らが、患者が園芸活動

に携わっている時、回復に増加が見られるこ

とを発見しました。 この研究は 19 世紀の精

神科医によるこれらの報告に根拠を与えるも

のです。

植物を利用したオフィスの室内景観は本当

に室内労働者の精神生理学的改善とストレス

緩和に影響を及ぼすのでしょうか？その問い


